
 

 

 

令和８年度「体力つくり」推進計画 

１ はじめに 

  本校生徒の体力は、新体力テストの結果から、県平均や全国平均より低い生徒が多い。また、新体力

テストのアンケート「運動やスポーツをすることは好きですか」という項目に対する肯定的回答は多い

が、「自主的に運動やスポーツをする時間を持ちたいと思いますか」という項目に対して否定的回答が

多い。 

生涯にわたって、健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するため、まず基礎体力を向上さ

せる補強運動を工夫しながら継続して授業に取り入れる。また、１か月ごとに長座体前屈・上体起こし

の記録を取り、その推移を客観的にみることで、自己の体力の変化と日常生活や様々な競技での変化を

実感させていく。また、授業形態やルールを工夫して、スポーツや体を動かすことの楽しさを味わうこ

とで、仲間とともに主体的にスポーツや運動に取り組もうとする意欲を育てていく。 

 

２ 推進のねらい 

 （１）学ぶための基礎となる身体や基礎体力をつくるとともに、目標に向けて挑戦し続ける精神力や課題

を克服しようとする意欲を育てる。 

 （２）お互いの成長や努力を認め合い、高め合える集団を作り、仲間とともに体を動かすことの楽しさや、

課題を克服する達成感を味わうことで、生涯を通して運動を続けようとする意欲を育てる。 

 

３ 具体的な取り組み 

  【日常的な内容】 

    ・ 各クラス、各教科における（立つ・座る）姿勢、集会時などの（立つ・座る）姿勢、聞く態勢 

    ・ 保健体育の教科における理論学習・体力づくり、全身持久力の強化 

・ 保健体育の教科における準備運動、補強運動 

  【特設的な内容】 

    ・ 運動会、保健体育（冬季における長距離走授業） 

  ・ 長期休業中の家庭での体力つくり 

   

４ 学校生活全体における環境の整備 

・ 施設、設備の整備 

・ 新体力テストの測定及び運動会に向けての取り組み 

 

５ 体育指導推進リーダーの役割 

・ 新体力テストの結果を参考に、個別の弱点を明確にし、向上を図る。 

 ・ 体力推進に関わる掲示物や資料を掲示し、積極的に運動に親しもうとする心を育む。 

・ 他教科と関連を持ち、姿勢を正し、腹筋、背筋を鍛えるなど日常的な取り組みを進める。 

・ 本校の分析結果から科学的な根拠を用いた効率の良いトレーニングを行う。 


